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宗
谷
本
線
の
魅
力
再
発
見
！

貸
切
観
光
列
車

試
乗
会

　

９
月
23
日
（
金
・
祝
）・
24
日
（
土
）、　

JR
宗
谷
本

線
の
名
寄
︲
稚
内
間
に
て
、
沿
線
住
民
限
定
の
貸
切
観

光
列
車
試
乗
会
が
行
わ
れ
、
2
日
間
（
計
3
便
）
で
、

延
べ
71
名
の
住
民
が
試
乗
し
ま
し
た
。

︻
主
催
：
宗
谷
本
線
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
向
上
事
業
実
行

委
員
会
（
音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
幌
延
町
）︼

　

こ
の
試
乗
会
は
、
地
域
資
源

と
し
て
の
鉄
道
の
価
値
や
魅
力

の
再
発
見
、
観
光
利
活
用
の
可

能
性
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
、

音
威
子
府
村
・
中
川
町
・
幌
延

町
で
構
成
す
る
「
宗
谷
本
線
マ

イ
レ
ー
ル
意
識
向
上
事
業
実
行

委
員
会
」
の
主
催
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
普
段
か
ら
鉄
道
を

利
用
す
る
機
会
が
少
な
い
沿
線

住
民
が
参
加
対
象
で
、
こ
れ
ま

で
宗
谷
本
線
で
運
行
さ
れ
た
JR

観
光
列
車（
風
っ
こ
そ
う
や
号
・

花
た
び
そ
う
や
号
）
は
人
気
が

高
く
、
沿
線
に
暮
ら
し
て
い
る

方
か
ら「
乗
車
で
き
な
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
名

寄
以
北
の
沿
線
地
域
に
お
住
ま

い
の
方
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

概
要

　

23
日
（
金
・
祝
）
の
1
便
目

は
、
名
寄
駅
を
出
発
し
、
３
町

村
内
の
全
駅
に
各
駅
停
車
、
稚

内
駅
ま
で
運
行
さ
れ
、
沿
線
に

暮
ら
す
家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ

な
ど
が
多
く
乗
車
さ
れ
ま
し

た
。
沿
線
や
車
内
で
は
住
民
有

志
の
「
お
も
て
な
し
隊
」
が
見

送
り
、
車
内
サ
ー
ビ
ス
や
特
製

弁
当
「
ほ
た
て
飯
ヒ
レ
カ
ツ
弁

当
」
の
販
売
な
ど
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
特
に
車
内
で

は
、
試
乗
さ
れ
た
方
が
手
づ
く

り
の
ご
飯
や
フ
ル
ー
ツ
、
家
庭

菜
園
の
野
菜
を
持
ち
寄
り
、
お

互
い
に
交
換
し
合
う
な
ど
、
JR

観
光
列
車
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
近
隣
住
民
な
ら
で
は
の
賑

わ
い
の
様
子
で
、
5
時
間
近
い

列
車
の
旅
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

24
日
（
土
）
は
、
稚
内
か
ら

音
威
子
府
ま
で
、
音
威
子
府
か

ら
稚
内
ま
で
の
往
復
便
が
運
行

さ
れ
ま
し
た
。
稚
内
発
の
２
便

目
に
は
、
抜
海
駅
（
稚
内
市
）

で
約
30
分
停
車
し
、
あ
い
に
く

の
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
元

の
２
町
内
会
の
会
長
や
住
民
か

ら
の
お
出
迎
え
が
あ
り
ま
し

た
。
試
乗
さ
れ
た
方
に
は
、
2

町
内
会
か
ら
「
稚
内
牛
乳
」
と

「
ほ
っ
き
飯
」
の
無
償
提
供
が

あ
り
、
貸
切
観
光
列
車
を
通
じ

た
広
域
で
の
住
民
交
流
機
会
の

場
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
て
か
ら
の
出
発
と

な
っ
た
音
威
子
府
発
の
3
便
目

で
は
、
沿
線
で
暮
ら
す
若
者
た

ち
が
多
く
乗
車
し
、
夜
行
列
車

の
雰
囲
気
を
味
わ
い
な
が
ら
の

運
行
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
佐
久
駅
で
の
1
時
間
停
車

時
に
駅
前
や
地
区
内
を
散
策
し

た
り
、
天
塩
中
川
駅
な
ど
の
各

停
車
駅
で
、
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ

れ
た
駅
や
夜
汽
車
の
雰
囲
気
を

楽
し
み
な
が
ら
歓
談
し
た
り
す

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
の
ん
び

り
過
ご
さ
れ
て
い
る
様
子
で
し

た
。

◇
停
車
駅

一
便
目
（
23
日
10
時
40
分
発
）

名
寄
↓
美
深
↓
天
塩
川
温
泉
↓
咲
来
↓
音

威
子
府
↓
筬
島
↓
佐
久
↓
天
塩
中
川
↓
問

寒
別
↓
糠
南
↓
雄
信
内
↓
南
幌
延
↓
幌
延

↓
下
沼
↓
豊
富
↓
抜
海
↓
南
稚
内
↓
稚
内

（
15
時
32
分
着
）

二
便
目
（
24
日
８
時
40
分
発
）

稚
内
↓
南
稚
内
↓
抜
海
↓
豊
富
↓
下
沼
↓

幌
延
↓
南
幌
延
↓
雄
信
内
↓
糠
南
↓
問
寒

別
↓
天
塩
中
川
↓
佐
久
↓
筬
島
↓
音
威
子

府
（
12
時
36
分
着
）

三
便
目
（
24
日
18
時
33
分
発
）

音
威
子
府
↓
筬
島
↓
佐
久
↓
天
塩
中
川
↓

問
寒
別
↓
糠
南
↓
雄
信
内
↓
南
幌
延
↓
幌

延
↓
下
沼
↓
豊
富
↓
抜
海
↓
南
稚
内
↓
稚

内
（
23
時
19
分
着
）

運
行
の
様
子

　

今
回
の
貸
切
観
光
列
車
は
、

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
住

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
話
し

合
わ
れ
た
、
各
駅
で
の
停
車

時
間
を
長
め
に
設
け
た
り
、

日
中
や
深
夜
の
時
間
帯
に
運

行
す
る
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を

反
映
し
た
形
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
あ
え
て
〝
住

民
自
ら
が
乗
っ
た
り
、
お
も

て
な
し
を
す
る
″
貸
切
列
車

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
手
厚

い
お
も
て
な
し
が
無
く
て
も

「
乗
っ
た
人
の
楽
し
み
方
で
楽

し
む
」
と
い
う
一
つ
の
地
域

資
源
・
鉄
道
資
源
の
利
活
用

の
実
証
事
例
と
な
り
、
全
国

的
な
鉄
道
網
の
維
持
利
活
用

の
問
題
を
考
え
る
上
で
も
重

要
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
鉄
道
を
既
存
の

地
域
資
源
の
一
つ
と
し
て
ど

う
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
か
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
近
隣
地
域
で
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
取
組
を
継
続
し

て
い
く
予
定
で
す
。

㉄
宗
谷
本
線
マ
イ
レ
ー
ル
意
識

向
上
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

（
総
務
課
地
域
振
興
室
）

☎
５
︲
３
３
１
１

今
後
に
向
け
て
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９
月
18
日
（
日
）、
小

中
学
校
体
育
館
に
て
、「
令

和
４
年
度 

学
芸
祭
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「Best 

Perform
ance

～
仲
間
と

共
に
～
」
の
テ
ー
マ
の
も

と
、子
ど
も
た
ち
は
、日
々

の
学
習
や
練
習
の
成
果
を

一
生
懸
命
に
発
表
し
ま
し

た
。 音威子府小中学校

令和 4 年度
学芸祭

3
令
和
四
年
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七
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お
と
い

ね
っ
ぷ



R3 年度決算審査意見公表

○
決
算
意
見
総
括

　

令
和
3
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
の
予
算
執
行
状
況
の
審
査
を
行
っ
た

が
、
地
方
を
取
り
巻
く
厳
し
い
財
政
状
況

下
、
さ
ら
に
は
発
生
か
ら
3
年
目
を
迎
え

る
新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
難
し
い
社
会
状

況
に
あ
っ
て
各
会
計
の
単
年
度
実
質
収
支

は
黒
字
で
あ
り
、
次
年
度
へ
の
繰
越
金
を

生
じ
、
1
億
22
百
万
円
の
基
金
の
積
み
上

げ
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
年
度
当
初
の

予
算
で
は
1
億
42
百
万
円
の
基
金
繰
り
出

し
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば

極
め
て
良
好
な
財
政
運
営
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
単
に
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
各
種

事
業
の
自
粛
の
み
が
原
因
で
は
な
く
、
漫

然
と
予
算
を
執
行
す
る
こ
と
な
く
十
分
な

精
査
の
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
推
進

し
た
職
員
各
位
の
意
識
的
な
努
力
が
あ
っ

た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の

事
務
の
執
行
と
経
営
管
理
は
健
全
に
行
わ

れ
て
お
り
、
予
算
の
執
行
に
お
い
て
も
誤

り
は
な
く
適
正
に
処
理
さ
れ
、
書
類
等
の

整
備
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

歳
入
に
あ
っ
て
は
、
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
全
般
を
通
じ
村
税
を
は
じ
め
と
す

る
各
税
、
各
種
使
用
料
や
保
険
料
の
収
納

率
は
従
来
を
上
回
る
高
い
水
準
を
維
持
し

て
お
り
、
過
年
度
分
の
徴
収
事
務
も
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
経
済
の
低
迷
・
雇
用
不
安
の
中
に

あ
っ
て
「
滞
納
を
さ
せ
な
い
」
取
り
組
み

は
、
き
め
細
か
な
日
常
に
お
け
る
住
民
対

応
に
よ
る
も
の
で
こ
う
し
た
取
り
組
み
に

は
敬
意
を
表
す
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
19
百
万
円

と
令
和
２
年
度
の
1.7
倍
に
急
増
し
て
い

る
。
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
や
音
威
子
府
蕎

麦
、「
旧
天
北
線
の
敷
石
の
缶
詰
」
等
の

返
礼
品
に
対
す
る
高
い
評
価
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
事
務
へ
の
負
担
増

も
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
を

見
据
え
た
体
制
の
整
備
に
留
意
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
令
和
元
年
10
月
1
日
に
業
務

委
託
契
約
を
締
結
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
契
約
締
結

後
1
年
ご
と
に
自
動
更
新
さ
れ
て
い
る
が

契
約
当
初
と
現
在
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
額

が
、
飛
躍
的
に
増
加
し
て
お
り
契
約
内
容

を
見
直
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
漫
然
と
契
約
を
踏
襲
す
る
こ
と
な

く
契
約
内
容
の
再
検
討
を
お
願
い
し
た

い
。
一
方
歳
出
に
あ
っ
て
は
、
常
に
評
価
・

検
討
を
怠
り
な
く
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
に
お
い
て
も
一
般
会
計
に

お
け
る
不
用
額
が
多
く
発
生
し
て
い
る

が
、
そ
の
多
く
が
、
除
雪
費
や
燃
料
・
光

熱
費
等
住
民
生
活
を
守
る
た
め
の
機
動
性

の
確
保
と
い
う
点
で
予
算
を
留
保
し
た
も

の
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
の
会
計
が
予
算

主
義
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
や
む

を
得
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
明
ら

か
な
不
用
額
が
発
生
し
た
場
合
は
速
や
か

に
減
額
措
置
を
取
る
な
ど
適
切
な
会
計
処

理
を
お
願
い
し
た
い
。

　

予
算
の
目
的
に
適
合
し
た
執
行
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
指
示
等
は
例
月
出
納
検
査

及
び
定
期
監
査
の
折
に
行
っ
て
き
た
が
、

そ
の
処
理
は
適
正
に
行
わ
れ
て
お
り
決
算

の
内
容
は
適
正
と
認
め
る
。

　

令
和
３
年
度
の
決
算
に
お
い
て
は
約

10
億
3
千
万
円
の
基
金
が
留
保
さ
れ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
後
に
は
住
民
か

ら
の
新
た
な
事
業
の
要
望
や
既
存
施
設
の

維
持
管
理
等
、
今
後
の
本
村
の
財
政
運
営

は
よ
り
厳
し
さ
を
増
す
と
思
わ
れ
る
。
と

り
わ
け
令
和
５
年
度
に
は
新
た
な
総
合
計

画
が
策
定
さ
れ
る
な
ど
本
村
の
将
来
に
向

け
た
方
向
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

一
般
会
計
健
全
化
判
断
比
率
の
内
、
将

来
負
担
比
率
は
、
平
成
30
年
度
の
4.2
、
令

和
元
年
度
の
5.5
、
令
和
2
年
度
の
6.1
、
令

和
3
年
度
の
6.6
と
依
然
低
い
水
準
を
保
っ

て
い
る
が
平
成
28
年
度
の
2.5
か
ら
年
々
数

値
が
上
が
っ
て
お
り
今
後
さ
ら
に
上
昇
す

る
と
想
定
さ
れ
る
。　

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
地

方
財
政
は
従
来
に
増
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
さ
ら
に
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
禍

や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
う
想

定
外
の
国
際
情
勢
下
に
あ
っ
て
日
本
の
み

な
ら
ず
世
界
経
済
が
大
き
く
混
乱
・
低
迷

し
て
お
り
、
物
価
の
高
騰
も
相
ま
っ
て
今

後
地
方
交
付
税
の
増
額
は
厳
し
い
状
況
で

あ
り
、
人
口
減
に
よ
る
影
響
も
出
て
く
る

も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　

本
村
で
は
令
和
５
年
度
以
降
に
起
債
償

還
の
ピ
ー
ク
が
到
来
す
る
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
長
期
展
望
に
立
っ
た
安
定
的
な
財

政
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。

　

ま
た
、
山
菜
加
工
施
設
等
の
遊
休
資
産
、

さ
ら
に
は
旧
中
学
校
校
舎
な
ど
十
分
に
活

用
さ
れ
て
い
な
い
施
設
等
に
つ
い
て
も
、

公
共
施
設
全
体
の
利
用
計
画
を
明
確
に
し

た
う
え
で
行
政
全
体
の
ス
リ
ム
化
に
取
り

く
む
必
要
が
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
の
今
後
が
不

透
明
で
は
あ
る
が
い
ず
れ
は
、
経
済
活
動

の
活
発
化
に
伴
い
、
従
来
以
上
の
住
民
要

求
に
行
政
が
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
が
必
ず
到
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

に
備
え
る
べ
く
現
段
階
か
ら
行
政
シ
ス
テ

ム
の
見
直
し
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
迅
速
な
把

握
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
漫
然
と
従

前
を
踏
襲
す
る
こ
と
な
く
広
範
な
事
務
事

業
の
見
直
し
や
簡
素
効
率
化
を
図
り
な
が

ら
、
よ
り
有
利
な
財
源
確
保
や
経
費
の
節

減
と
い
っ
た
総
合
的
な
施
策
を
推
進
し
さ

ら
な
る
財
政
の
健
全
化
と
住
民
福
祉
の
向

上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

音
威
子
府
村
代
表
監
査
委
員　

下
村　
　

享

音
威
子
府
村
監
査
委
員

　

藤
吉　

秀
明

音
威
子
府
村
監
査
委
員
条
例

第
六
条
に
よ
り
、
令
和
２
年
度

音
威
子
府
村
各
会
計
決
算
審
査

意
見
に
つ
き
ま
し
て
、
次
の
と

お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。

㉄
議
会
事
務
局

☎
５
︲
３
３
１
１

監
査
実
施
日

令
和
４
年
8
月
17
日
（
水
）
〜

18
日
（
木
）

対
象
会
計

音
威
子
府
村
一
般
会
計
及
び
5

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

着
眼
点

地
方
自
治
法
第
二
条
の
十
四
及

び
音
威
子
府
村
監
査
委
員
監
査

規
程
に
よ
る

具
体
的
な
審
査
内
容

▽
事
務
執
行
・
各
事
業
施
行

▽
予
算
の
編
成
並
び
に
執
行

▽
予
算
の
経
理
及
び
決
算
等

▽
物
品
・
財
産
の
調
書

▽
公
の
施
設
等
の
管
理
並
び
に

処
分
の
状
況
等

令
和
三
年
度

決
算
審
査
意
見
の
公
表
に
つ
い
て
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第 6 期音威子府村総合計画

みんなで作る！第 6 期総合計画
　～策定についてのお知らせ　その 4 ～

　第 6 期音威子府村総合計画につきましては、令和 5 年度の計画スタートに向けて取組を進めています。本
コーナーでは、策定に関する取組や進捗状況についてお知らせいたします（10/7 時点）。

㉄総合計画策定審議会事務局
（総務課地域振興室） 　☎５‐３３１１

第 2 回 村民ワークショップ：10 年後の理想を叶えるためには？9/19
　第 2 回目の村民ワークショップ「おといねっぷ TAKUMEET! セカンド
ミーティング」を実施し、一般村民・高校生あわせて 13 名にご参加頂
きました。これまでに実施したアンケートや小中学生ワークショップ、
1 回目の村民ワークショップの結果をもとに、これから目指すむらづく
り（10 年後の理想のむらの姿）の方向性を「人を呼び込むむら」「村民
同士がもっと交流できるむら」「新しい暮らしがかなうむら」「自然と触れ合えるむら」の 4 つに分け、
それぞれの視点から、前向きな取組やそれぞれができることなどについて話し合いました。
　話し合いのなかで、「観光客が様々な情報を入手できる窓口のような場があると良い」「交流を通じて
お互いの趣味や得意なことを教え合う機会が増え、『村民みんなが先生』のようになれると楽しい」「サー
クル活動ができたり、住民や高校生の作品を展示できるカフェのような場があると、高校生や住民も気
軽に集いやすいし、仲良くなれる」「おと高の卒業生や都会で生活している人が、リモートワークや二

地域居住など新しい暮らし方で村と関われると良い」「自然や地域のこ
とに詳しい村民が、案内ガイドを担えるような場があれば良い」などの
アイデアが出されました。
　全体のまとめでは、10 年後の理想を叶える例えとして、「村民同士が
気軽に交流できる場を創り、村民が一人二役などの形で関わることで、
みんなで支え合う形」が示されました。

第 3 回 策定審議会：今後のむらづくりの方向性について9/27
　第 3 回目の策定審議会では、各種ワークショップの結果を基に、これからのむらづくりの方向性に
ついて意見交換を行いました。
　話し合いのなかで、「村内での情報共有と村外への情報発信の強化が大切になる」「鉄道や天塩川、
スキー場などの地域資源を守るとともに、それを活かして人を呼び込む施策を進めることが、就業機
会の創出にも繋がる」「村には、住民が気付いていない魅力がたくさん詰まっているのではないか」「産
業の後継者育成や人材育成も重要」など、さまざまな産業や分野、立場からのアイデアや意見が出さ
れました。

　村民アンケート等を通じた、第 5 期計画（現行）の振り返りとあわせて、ワークショップなどでは「10
年後の自分を想像しながら、どんな村になっていたら良いか」という将来をイメージした上で、関心の
ある事柄を中心に前向きなアイデア共有を重ねてきました。
　今後は、これまで村民アンケートやワークショップ等で集まったアイ
デア、ご意見を基本としながら、より具体的な目標や方向性の明確化、
詳細な計画策定内容の議論を、策定委員会などの場で、進めていく予定
です。

今後の動きについて
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●第３号被保険者とは？
　厚生年金や共済組合に加入している夫（または妻）
に扶養されている２０歳以上６０歳未満の妻（夫）で、
健康保険の被扶養者となっている場合、第３号被保険
者となります。

●国民年金保険料の納付は不要です
　保険料は、配偶者が加入する厚生年金や共済組合が
制度全体として負担する仕組みですから、ご本人が保
険料を納付する必要はありません。

●届け出先は配偶者の勤務先です
　第３号被保険者は、厚生年金・共済組合に加入して
いる夫（妻）に扶養されていても、配偶者の勤務先に
届け出がされなければ該当しません。
　届け出が遅れたり、怠ると、将来、年金が支給され
なかったり、支給額が減額されることがありますので
ご注意ください。

●こんな時は届け出をお忘れなく
①あなたが退職し、配偶者の扶養に入ったとき

・区分変更：第２号被保険者⇒第３号被保険者
・届出先：配偶者の勤務先

　
②配偶者の勤め先が変わったとき

・区分変更：（なし）
・届出先：配偶者の新しい勤務先

③会社員・公務員などと結婚して配偶者の扶養に入っ
たとき

・区分変更：第 1 号または第２号被保険者⇒第３号被保険者
・届出先：配偶者の勤務先

④あなたが厚生年金のある会社や役所に勤めたとき
・区分変更：第 1 号または第３号被保険者⇒第２号被保険者
・届け出先：配偶者の勤務先

⑤配偶者が退職し、厚生年金・共済組合を脱退したと
き

・区分変更：第３号被保険者⇒第１号被保険者
・届け出先：役場住民課住民生活室

㉄ 住民課住民生活室住民係　　　　　　☎ ５ ‐ ３３１２

kurashikurashi

国民年金：第 3 号被保険者
と届出について

暮らしの掲示板

　

林
野
火
災
の
予
防
啓
発
活
動

や
森
林
の
重
要
性
を
認
識
し
て

も
ら
う
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
「
ポ
ス
タ
ー
」
の
募

集
を
行
い
ま
し
た
。

　

8
月
29
日
に
実
施
し
た
審
査

の
結
果
、
上
位
入
賞
と
な
っ
た

作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
海

道
な
ど
で
開
催
す
る
コ
ン
ク
ー

ル
に
推
選
い
た
し
ま
す
。

㉄ 

経
済
課
産
業
振
興
室
林
政
係

☎ 

５
︲
３
３
１
３

令
和
４
年
度

林
野
火
災
予
消
防

ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

審
査
結
果

４
年 

安
田 

茉
白
さ
ん

最
優
秀
賞６

年 
佐
藤 

伶
音
さ
ん

優
秀
賞６

年 

玉
田 

朔
さ
ん
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暮らしの掲示板

◇自衛官候補生（男子・女子）

応募資格 18 歳以上 33 歳未満
　※令和 5年 4月 1日現在

受付期間 受付中～ 11 月 14 日（月）締切
※年間を通じて行っています

試験日
11 月 20 日（日）、21 日（月）
※いずれか 1日を指定できます
※ 11月以降も試験はございます

会場 旭川会場
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によって
上記内容が変更となる場合があります

㉄ 自衛隊旭川地方協力本部名寄出張所
　☎ ０１６５４ ‐ ２ ‐ ３９２１

㉄ 総務課総務財政室　　　　　　　　☎ ５ ‐ ３３１１

自衛官の募集について
oshirase

　音威子府村国民健康保険に加入している被保険者（給
与等の支払いを受けている方）が新型コロナウイルス
感染症に感染又は感染が疑われ、療養のため仕事をす
ることができない場合に傷病手当金を支給しています
が、令和４年１０月 1 日から令和４年１２月３１日の
期間においても引き続き同様の支援を行います。
　ただし、給与の全部または一部を受け取ることがで
きる場合は、傷病手当金の支給額が調整されたり、支
給されない場合があります。

【対象となる日数】
　仕事ができなくなった日から起算して４日目以降の
仕事ができない期間

【支給額の算定方法】
　直近の連続した３か月間の給与収入の合計額÷就労
日数× 3 分の２×対象となる日数

【適用期間】
　令和２年１月１日から令和４年１２月３１日の期間
で、療養のため仕事ができない期間（ただし、入院が
継続するときは最長１年６か月まで）

【申請】
　申請には、医師の意見書（医療機関を受診した場合）
及び事業主の証明書が必要となりますので、事前に必
ず電話でご相談ください。

㉄ 住民課住民生活室国保係　　　　　   ☎ ５ ‐ ３３１２

　エゾシカの狩猟期間中（10 月 1 日～ 3
月 31 日）は、多くのハンターが道有林
へ入林します。狩猟に伴う事故防止のた
め、この期間の狩猟目的以外での入林は
お控えください。エゾシカによる農業・
森林被害の低減のため、皆さんのご理解とご協力をお
願いします。

㉄ 上川総合振興局北部森林室　　　　☎ ２ ‐ １７２６
㉄ 経済課産業振興室林政係　　　　　☎ ５ ‐ ３３１３

狩猟期間中における道有林
への入林は控えてください

nouringyou

　このたび、地域貢献事業を実施して下さいました下記の皆さまに、佐近村長より感謝状を贈呈いたしました。

地域貢献、ありがとうございます

○株式会社 佐藤工建 様
○事業内容：川の駅天塩川温泉駅・
中の島駅の基礎コンクリート・基
礎支柱等撤去

○タカハタ建設株式会社 様
○事業内容：音威子府村公民館側
駐車場区間線改修

○株式会社 中川建設 様
○事業内容：スキー場ロッジ線及
びスキー場村有敷地内の支障木伐
採処理

傷病手当金の適用期間を延
長します（国民健康保険）

kurashikurashi
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暮らしの掲示板

眼科
　

※休診※

音威子府村立診療所　専門外来診療日　11 月分

皮膚科
　※予約制

診療日
11 月 21 日（月）

診療時間
14：00 ～ 16：00

整形外科

診療日
11 月 4 日（金）

11 月 11 日（金）
11 月 18 日（金）
11 月 19 日（土）
11 月 25 日（金）

診療時間
・金曜日

11：30 ～ 12：30
14：00 ～ 17：00

・土曜日
9：00 ～ 11：30

超音波検査
　※予約制

検査日
11 月 5 日（土）

※医師にご相談ください。

診療時間の短縮・変更について
　感染予防対策及び新型コロナウイルス感染症検査のため、下記の通り診療時間
を短縮しています。受付は診療終了時間10分前までにお願いいたします。

月・火・木曜日 水曜日 金曜日 第 1・第 3 土曜日

一般外来 9：00 ～ 11：00
14：00 ～ 16：00 9：00 ～ 11：00 9：00 ～ 11：30

14：00 ～ 17：00 ‐

発熱・感染症外来 11：00 ～ 11：30
16：00 ～ 17：00 11：00 ～ 11：30 ‐ ‐

予約外来・エコー外来 ‐ ‐ ‐ 9：00 ～ 11：00

音威子府村立診療所　☎ ５ ‐ ３３２１

診療案内

・休診日：第 2・第 4 土曜日、  日曜日、祝日

　音威子府村公民館では、村内の文化団体及び村民の
文化作品の展示や芸能発表を行うことにより村の文化
振興・発展を図るため、　音威子府村文化祭を 11 月 1
日（火）から 11 月 3 日（木・祝）に開催いたします。
11 月 3 日（木・祝）には、3 年ぶりとなる芸能発表を
実施いたします。
　現在、展示発表する作品および芸能発表に参加してい
ただける方を募集中ですので、多くの皆様の参加をお願
いいたします。（自薦・他薦問いません！）参加いただ
ける方は、お手数ですが音威子府村公民館（教育委員会）
までご連絡ください。また、作品運搬等で車や人手が必
要な場合は、その旨もあわせてお伝えください。
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によって、変更や中止と
させていただく場合がございます。ご理解くださいますよう、お願い
いたします。

㉄音威子府村公民館（教育委員会） ☎５ ‐ ３３５６　FAX ５ ‐ ３７０７

　手芸・木工芸・陶芸・絵画・写真・生花・
盆 栽・ 俳 句・ 短 歌・ 書 道 そ の 他 文 化 的
な活動から生まれる作品

申込締切：10 月 28 日（金）

展示発表
開催日

11/1 ～ 11/3

　合唱・カラオケ・舞踊・演劇・詩吟・
バ ン ド 演 奏・ ピ ア ノ 演 奏・ 手 品 そ の 他
文化的な活動の成果発表

申込締切：10 月 21 日（金）

芸能発表
開催日  11/3

令和 4 年度 音威子府村文化祭
展示作品・芸能発表参加者募集中

8

Otoineppu
p u b l i c
r e l a t i o n s
magazine

no.577
o c t .
2 0 2 2



　寒暖差が激しくなってきた季節とともに、インフルエンザの流行が押し寄せてくる時期とな
りました。回覧・診療所だよりでもお知らせしているとおり、今月中旬以降からインフルエン
ザ予防接種が始まります。今年度については、下記の方を対象に、インフルエンザ予防接種に
かかる費用について村が全額助成いたします。対象となる方は、接種予約後、保健福祉センター
へ助成手続きにお越しください。なお、予防接種のご予約は、診療所（☎ 5-3321）へ直接お
申込みください。

◇全額助成対象者（令和 4 年 12 月末現在）
・満 65 歳以上の方
・18 歳以下の方（6 か月未満の小児は除く）
・生活保護の方

保健福祉センターだより

保健福祉センターだより
健
康
・
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す

　新型コロナウイルス感染者数の全数届出の見直しが、９月２６日か
ら全国一律で適用されています。以前は、地域の所管保健所（本村で
は名寄保健所）が全ての陽性者および濃厚接触者の対応を行ってきま
した。65 歳以上の高齢者、基礎疾患者、妊婦など重症の恐れがある方々
についてはこれまで通りですが、それ以外の方については、国が、感
染レベルの一層の引下げと医療への負荷の低減を目的に、「健康フォ
ローアップ機能」と表し、軽症者の対応を「陽性者登録センター」が、体調が悪化された方へ
の対応を「陽性者健康サポートセンター」が対応する形となりました。
　音威子府村では、これまで通り村立診療所の発熱外来による PCR・抗原検査等を実施し、検
査の結果、陽性となった方には、診療所・音威子府村保健福祉センターからご連絡とご指示を
させていただく予定ですので、ご安心ください。体調の変化やご心配な症状があれば、診療所・
保健福祉センターにお気軽にご相談ください。発熱外来へのご案内等いたします。
　感染は予防対策の隙を突いて、襲い掛かってくると思われます。村民の皆様には、マスク着
用を基本とするコロナウイルス等感染予防対策へのご協力をこれまで同様、お願いいたします。

コロナワクチン：4 回目接種について

㉄　保健福祉センター 　☎９－３０５０

　60 歳以上等を対象とするコロナワクチンの 4 回目接種については、ほぼ完了となってきま
した。今後、60 歳以上で 4 回目未接種の方や 60 歳未満の方への追加接種を実施するにあたり、
まず村内で就労されている方への意向調査を開始しています。準備が整い次第、接種日程のご
案内をする予定で、10 月下旬ごろからの開始を目指しています。
　ワクチンに関してご心配事をお持ちの方は、お気軽に保健福祉センターへご連絡・ご相談く
ださい。

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

インフルエンザ予防接種助成について
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名寄警察署 news

名 寄 警 察 署

名寄警察署 ☎ 01654‐2‐0110
美深警察庁舎 ☎ 2‐1110
音威子府駐在所 ☎ 5‐3300
警察相談電話 ☎ #9110

n e w s
安全安心なまちづくりの日・全国地域安全運動の実施

～みんなで築こう、安全で安心な大地～

「全国地域安全運動」について
◇運動期間
　10 月 11 日（火）～ 10 月 20 日（木）の 10 日間
◇運動重点（全国統一）
　○特殊詐欺の被害防止　　　○子どもと女性の犯罪被害防止

運動のポイント
◇安全安心なまちづくりの日

・10 月 11 日は「安全安心なまちづくりの日」です。
・この機会に今一度、防犯に対する意識と理解を深めていただくとともに、地域全体で犯罪が起こりにくい環
境づくりを進め、誰もが安全で安心して暮らすことのできる地域社会を実現しましょう。

◇特殊詐欺の被害防止
・「オレだけど急にお金が必要になった」、「還付金があるからＡＴＭに行って」、「名義貸しは違法、逮捕される」
など、突然お金を要求する電話がかかってきたら、一度電話を切り、周りの方に相談するか、警察相談電話「♯
9110」に連絡してください。「詐欺電話がきたら＃ 9110」。

・犯人と直接電話で話さないことが何よりの被害防止対策となります。留守番電話機能を活用し相手を確認してか
ら電話にでる、迷惑電話防止機能を有する機器を活用するなどして、犯人と直接電話で話さないようにしましょう。

・携帯電話で通話しながらＡＴＭを操作している人は、詐欺の被害に遭っている可能性がありますので、見か
けた方はお声掛けをお願いします。また、普段から家族間で連絡を取り合い、相談しやすい環境を整えましょう。

◇子どもと女性の犯罪被害防止
・地域の見守りの目を増やすことで、犯罪の未然防止や防犯力の向上にもつながることが期待できます。ウォー
キングや買い物、犬の散歩等の日常生活の中でできる「ながら見守り」にご協力ください。

・危険な事態を予測、回避する能力を身につけていただくため、防犯標語「いかのおすし」を活用し、不審者
に遭遇した際の対処方法を教えてください。

・防犯ブザーや防犯ホイッスルなどの防犯グッズを携帯するとともに、危険な場面に遭遇した際、適切に使用
できるよう日頃から点検、訓練しておきましょう。
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　8 月の学生来村に続き、9 月 20 日（火）から
29 日（木）にかけて 2 名の学生が滞在し、農作
業や小さな村でのまちづくり活動を行いました。
　 将 来 の 村 づ く り や 関 係 人 口 創 出 に 向 け、 都
市 に 暮 ら す 若 者 の ア イ デ ア や ア ク シ ョ ン を 取
り 入 れ な が ら 展 開 を し て い く 本 事 業 で は、 今
年度は週 1 回の学生オンライン会議に加え、夏季と冬季の 2 シー
ズンに分けた村内滞在のスケジュールで取組を進めています。
　8 月滞在の学生 4 名と同様に、村内農家さんにご協力いただき、
実際の農作業手伝いを数日間実施し、収穫作業やハウス内作業、
体力を使う作業など、様々な体験を行いました。
　また、まちづくり活動では、役場プロジェクトチームと学生とで意見交換を重ね、その際には 8 月滞在した
学生もオンラインで参加をしながら、話し合いを行いました。特に今回は、夏季滞在が 8 月と 9 月に分かれた
ことにより、意見交換の中で「滞在している学生とオンライン参加の学生との情報共有の難しさ」が挙げられ
ました。このことは、参加している学生に限らず、広く村内外の方々への「情報発信」、更には「地域内外交流」
の点でも重要ではないかと考え、今年度の冬季取組に向けた話し合いの中でも、特に継続して議論を続けてい
く予定です。
　あわせて今回は、冬季滞在に向けた話し合いも行い、少しでも多くの村民の皆さんや地域外の方も関わって
もらえる在り方や方向性の検討を重ね、帰村後も引き続きオンラインでの意見交換を行う予定です。
　限られた学生滞在期間ではありましたが、農家さんやご家族の皆さんとの交流をはじめ、筬島地区とつなが
りのある関係施設・機関の方々との意見交換など、ご協力いただきありがとうございました。コロナ禍での村
づくり、地域内外との交流促進は、これまでにない難しさが常にありますが、この取り組みが少しでも村のプ
ラスになるよう、小さなことから取組を重ねていきたいと考えていますので、よろしくお願いいたします。

都市圏学生交流推進事業

9月も、学生さんとともに
農業まちづくり活動を実施しました

◇今回滞在してくれた学生の声
←北原一志さん（東京大学 1 年：初滞在）「初めての来村でしたが、わずか一週間のう
ちに、友人に村のことを案内できるほど馴染み深い存在になっていて、滞在の濃密さ
を実感しました。音威子府村は小さい村ですが、構成員同士の関係が密であり、機関
や部署を横断した企画がやりやすいと思います。しかしその分一人一人の意見を細か
く拾う必要があるなど難しい面もあると感じました。」

→宮島崚さん（東京大学 3 年、学生リーダー：2 回目）「今年から学生リーダーとなり、
去年よりも深くこの事業に関わるようになってから、0 から役場の方と共に何かを作り
上げることの難しさを体感しました。しかしながら、それと同時に、役場の方含め様々
な村民と話す中で、多くの村民の方が村を盛り上げることに対する熱意を持っているこ
とを改めて肌で感じることができ、ワクワクする滞在になりました。また来たいと思い
ます。」

都市圏学生交流推進
プロジェクト vol.12

11
令
和
四
年

十

月

第
五
七
七
号

広

報

お
と
い

ね
っ
ぷ



開催中 エコミュージアムおさしまセンター企画展「筬島の歴史展」
-10/31（月） （絵本「私の名前は宗谷本線」原画展示（絵：堀川真 氏）等　09：30‐16：30）

10/15（土） エコミュージアムおさしまセンター散策会「ビッキの木の集い」
（集合場所：エコミュージアムおさしまセンター　09：00‐12：00）

10/15（土） 全道 秋の火災予防運動期間
-10/31（月） （標語：お出かけは マスク戸締り 火の用心）

10/25（火） 音威子府消防団・消防支署 秋季消防演習
（青少年宿泊研修施設トムテ前　サイレン吹鳴 18：30‐）

10/31（月） エコミュージアムおさしまセンター・高橋昭五郎彫刻の館 クローズ
（09：30‐16：30　※来シーズン 4/26 オープン予定）

11/01（火） 音威子府村 文化祭
-11/03（木） （音威子府村公民館　展示発表：11/1-11/3　芸能発表：11/3）

　※新型コロナウイルスの感染拡大状況により、中止・変更の場合がありますので、ご了承ください。

むらの人口
（令和 4 年 9 月末現在）670 人

（前月比 -3 人）

うち男性 355 人
女性 315 人

世帯数 456 戸

交通事故死ゼロ
（令和 4 年 9 月末現在）

341 日
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イベントカレンダー 10 月・11 月

今月の表紙 ♪森の中からドラミング♪
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◇印刷　（株）旭川アートプロセス
◇発行・編集　   北海道音威子府村役場
　〒 098-2501 中川郡音威子府村字音威子府

444 番地 1

令和 4 年 10 月号　第 577 号

〔小中学校学芸祭〕
9 月 18 日（日）

最初の演目「ねっぷ太
鼓」。練習に裏打ちされ
た見事な音が、会場全
体に響き渡りました。

◇あっという間に空気が冷
たくなり、秋が深まってき
ています。朝晩の冷え込み
も激しくなってきており、
旭 岳 や 利 尻 山 で の 初 冠 雪
のニュースも報じられまし
た。そろそろ冬に向けた準
備を考え始めなくては、、、
◇加えて、インフルエンザ
の流行にも注意しなければ
ならない時期でもあります。季節の変わり目ですので、体
調の変化にもご注意を。栄養と休息を十分にとって、新型
コロナ対策も、お忘れなく。
◇乾燥肌な私にとっては、手荒れに悩まされる季節でもあ
ります。個人的には、ひび割れ・あかぎれゼロで秋冬を乗
り切りたいと思っています。（おっしー）


